


















1 基本的語義：An unsettled, uncultivated region left 
in its natural condition [AHD]
2 語源：deer = beast [OE] もともとは動物⼀般を指した
3 wild beast  wild animalの意味を潜ませている,
Der- may thus carry on deor in its general sense, 
reminding us that wild beasts might be the only 







































































































































（Edward Abbey, Confessions of a Barbarian, 185）
⼈間と⾃然が相互に主体(subject)として向き合う状態、優位/劣位の位階関係に陥ることなく向き合う状態を対等で対話的な関係だとするならば、そしてそのような対話的関係の地平を希求するのであれば、そこに姿を現す⾃然は固有の世界を内包する⾃⽴的な〈他者〉であることを絶対的な条件とする。「⼈間の意識の投影」としての世界ではなく そ、のような⼈為の介⼊を拒絶する他者性を帯びた世界。それこそが逆説的にも「コミュニケートできる主体」である可能性を思惟すること。他者性（＝野⽣性）こそが「コミュニケ できる主体」の前提となるのではないかー 。
渡辺憲司、野⽥研⼀、⼩峯和明、ハルオ・シラネ編『環境という視座─⽇本⽂学とエコクリティシズム』、勉誠出版、2011.
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